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今月の表紙：パリッ！ としてさわやかで
上品な香りのシャインマスカット
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東都生協だより「MOGMOG」の編集に携わって２年がたちました。毎号、制作前に編集会議を行いながら、どんな感想
がもらえるのかな？ 楽しんで読んでもらえているかな？とワクワク、ドキドキしながら進めています。東都生協は設立50
年を迎え、新たな一歩を踏み出しました。「MOGMOG」も10月号から誌面をリニューアル！  お楽しみに！（S.N.）

お問い合わせ
共同購入事業部 組合員活動推進グループ

食料自給率
の向上

食費の5割以上は東都生協の
商品を利用し、食卓から日本
の農業を応援しよう
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年に1度は、生産者との
交流や生産を支援する
取り組みに参加しよう
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1人が5人に地域で
「食の未来づくり運動」を伝え、
その輪を広げよう

持続可能な
社会に向けて

第49回通常総代会を終えて
「世代間の多様性を認め合いながら、自分のスタイルで活動できる組織へ」

　当日の６月４日は、前日の大雨が嘘のような快晴。産地では、生産者・岩瀬直孝さんの田
んぼで作動するアイガモロボを見学し、説明を受けました。ゆめファーム（JAやさと新規就
農施設）では、にんじんの間引き作業を体験。参加者に大好評でした。その他、玉ねぎの収
穫後の作業や根っこ切りのお手伝いもしました。
　お昼は、持参したお弁当を食べながら産地の皆さん
と交流。産地からは生の有機野菜スティックが提供さ
れ、子どもたちもおかわりをして全部いただきました。
さらに、JAやさとの日本農業大賞受賞をお祝いし、

産地からは、「東都生協との産直の取り組みが受賞に
つながった」とのお話があり、続いて有機JASの認証を
取るための準備や作業工程についても伺いました。

この制度は、産地・メーカーと共に「東都ナ
チュラル」ブランドを普及・発展させるためのプ
ラットフォーム（基地）です。有機・オーガニックを
取り巻く環境や課題について、さまざまなプロ
グラムを通じて情報や知識を習得します。
　2023年度から活動を開始し、活動期間は１
年、今年度の登録者は245人です。登録組合員
からは、「有機、オーガニックに関心があり、学
習したい」「この制度に期待している」などの声
が寄せられています。
　商品案内『Sanbonsugi（さんぼんすぎ）』紙
面のTOHTO NATURALページを中心に活動
報告をしていきます。

TOHTO ORGANIC BASE

バスで行く
産地訪問企画「ＪＡやさと有機栽培の現場を知る」

東都ナチュラルサポーター 6月開催 プログラム

コロナ禍で組合員活動が制限されていましたが、久しぶりの産地交流訪問企画と
なりました（JAやさと農業協同組合／茨城県石岡市）。たくさんの応募があり、お子さ
んも含め11組25人が参加しました。

主催職員の  想い
　年間を通じての学びから環境・オー
ガニックへの理解が深まり、少しでも「東
都みのり」を含む東都ナチュラル商品
の利用者を増やしたい。また、産地・メー
カーと組合員との接点を設け、抱える
課題を共有し、一緒に解決していくこと
ができればうれしい。

今後の予定

●「アイガモロボ」オンライン学習会
●産地訪問
●試食学習交流　
●商品モニター企画 など

風間 与司治 理事長

第49回通常総代会は、全議案について可決いた
だきました。総代の皆さまには、あらためて感謝申
し上げます。
会場への出席総代数は、コロナ禍前の約半分でし

たが、久しぶりに活気のある総代会でした。本総代
会での主たる論点は、「組合員組織・活動スタイル
変更に伴う（ブロック委員会）規約廃止」の議案であ
り、約２割の反対意見が示されましたが、総代会議を
中心に１年以上かけた議論を振り返ってみても、「今、

東都生協は変わらないといけない」という思いは、み
んなが一致した考えであると受け止めています。
今後は、商品を真ん中に、興味・関心のあること

で自分のスタイルに合わせて活動でき、地域と組合
員のくらしに寄り添う活動に向けて、活動デザインの
細部を詰めていきます。大事なことは、世代間の多
様性を認め合い、試行錯誤を繰り返して成長する組
織へと変わることです。引き続き、皆さまのご協力
をお願いします。

 参加者の感想
・実際に田んぼで活躍しているアイガモロボが見たくて参加しました。
・「有機農業は手間がかかるが、生き物と一緒にやっている」との話が印象的だった。
・有機農業への信頼が一層深まった。東都みのりの野菜を、もっと利用しようと思った。
・子どもと一緒に食育を学ぼうと参加した。これからも積極的に参加したい。
 生産者の感想
　交流の機会を待っていた。組合員の皆さんが畑で楽しそうに
している様子を見ることができ、産地のみんなも喜んでいる。
主催職員の感想
「子どもと一緒に参加したい！」という方が多く、参加した子ど
もたちも喜んで作業体験をしていました。お父さんの参加も多
く、質問もたくさんありました。 活躍中のアイガモロボ
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